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【1】                              

題名 お父さんの仕事 

本人氏名 上川 真輝（かみかわ まき） 

性別 女 

年齢 14 

候補者との続柄 子 

私のお父さんは鉄道路線等の改良工事をする仕事をしています。一度、夏休みにお父さんの働いて

いる現場に体験見学に行ったことがありました。 

その時は、高架橋を造るためにコンクリートは何の材料を合わせているか、強くするためにどうす

れば良いかを学びました。とても驚いたのは電車を走らせながら古い高架橋を撤去し、新しい高架橋

を作るために夜も昼も仕事をして７年もかかったそうです。その工事の現場が終るとまた違う現場に

行きます。その繰り返しで、とても大変そうだと思いました。家ではマイペースなのに仕事では一つ

一つの作業を進めて気を張って仕事をしているのでとても尊敬しています。これからも体に気を付け

てお仕事を頑張ってほしいです。 

 

  



【2】                              

題名 父の仕事 

本人氏名 原井川 心桜（はらいかわ こはる） 

性別 女 

年齢 16 

候補者との続柄 子 

まず初めに「ありがとう」と言う言葉を父に贈りたいです。 

感謝を言いたいことが２点あります。 

 

１つ目に、道路を作ったり直すことで国の交通安全と平和を守っていることです。 

家族で車に乗っている時に、「この道路はお父さんの会社で作った。ここはお父さんの会社が直した」

とよく言っています。 

父が道路の仕事に携わることで、交通事故、お年寄りや子供が転ぶなどの事故を防ぐことに繋がって

いると思います。 

私も通学で自転車を使っているので安全な道路はとてもありがたいです。 

父の仕事に尊敬と感謝を持っています。 

 

２つ目は「家族に対して愛を持っている」ことです。 

私は現在 16 歳です。この 16年間さまざまな経験をさせてもらったり、夢を応援してくれています。 

また、いつでも家族を笑顔にしてくれます。 

私はそのような父が道路の仕事に従事し頑張っている姿を尊敬しています。 

 

 

 

 

  



【3】 

題名 お父さん 

本人氏名 篠原 悠那（しのはら ゆな） 

性別 女 

年齢 12 

候補者との続柄 子 

 家には何枚かお父さんの賞状がありますが、私にはどれだけすごい事なのかよくわかりません。 

 でも、家で仕事の図面をひろげて計算したり、暑い日も寒い日も天気が悪くても休まず外で仕事を

するってすごいなと思ってます。 

 実際に仕事をする姿を見た事はありませんが、出かけた時に「ここの建物作ったんだよ。」とか聞く

と、いろんな専門の職人さん達が集まって作りあげた建物に、自分のお父さんも関わっていると思う

と、今までどんな所で仕事をしてきたんだろうと興味がでました。 

 仕事している所を見学できる機会があればいいのになって思いました。 

 高い所での仕事もあるみたいなので、ケガなどに注意して安全第一でこれからも、がんばってほし

いと願います。 

 

  



【4】 

題名 私から見た父の姿 

本人氏名 森田 光虹（もりた みく） 

性別 女 

年齢 18 

候補者との続柄 子 

私の父は、鉄筋工の親方です。 

鉄筋工の親方になるためには、たくさんの「努力、責任、協力」が必要だと思います。 

父は私の中で一番努力をしている人です。 

 

朝は 5時起き。雨の日や夏の灼熱の日差しの中。冬の寒さにもめげずに仕事をしています。 

特に夏の日差しが暑い日は肌が真っ赤になるほど日焼けをしています。 

熱中症にならないかと心配になります。 

 

現場から帰ってからも、Ａ1 の大きな図面を広げ夜中まで机に向かって仕事をしています。 

私が感心することは、平面的な図面を立体的・空間的なものにイメージして考えられるところを尊敬

します。 

 

父は責任感を人一倍強く感じていると思います。現場ではリーダーとしての仕事。 

自分の事だけでなく従業員皆さんの事も配慮しています。夏は従業員の皆さんが熱中症にならないよ

うに、とても大きな水筒やスポーツ飲料を持って現場に行きます。 

 

いい仕事ができるには、様々な方たちの協力が必要です。一緒にチームを組んで仕事をしてくれる従

業員の皆さん、協力会社の方々、他業種の方の協力があって今日まで仕事をさせて頂いていると思い

ます。 

他にも母は事務に雑用、朝は早くから弁当を作って父を仕事に送り出しています。 

たくさんの人の協力やサポートがあって、父の仕事は成り立っていて、集中して仕事が出来ているの

だと思います。 

これからも、父を支えてくれる多くの方に感謝しながら、技術や能力を発揮して仕事を頑張ってほし

いです 。 

 

いつも家族のために体を張って仕事をしている父には感謝の気持ちを伝えたいです。 

これから私は、父と同じ建設系の仕事ではなく、医療系の仕事に就くことを目標に勉強していきます。 

今後は少しでも、父の健康面をサポートしていけたらと思っています。 

そして父の前向きな姿勢と情熱を持ったところをお手本として社会に出たいと思います。 

 

  



【5】                              

題名 私から見たお父さんの仕事 

本人氏名 中村 優月（なかむら ゆづき） 

性別 女 

年齢 11 

候補者との続柄 子 

私のお父さんは、かわら屋さんのお仕事をしています。 

毎日、よるおそい時間に帰ってきて、朝も早く家を出ます。 

学校は、土日・祝日は、お休みだけど、お父さんはいつも「うちは、祝日関係なくお仕事に行くんだ

よ。」とおしえてくれます。 

かわら屋は、外のお仕事です。毎日つかれた顔で帰ってきます。夏はとても暑いので、きがえをたくさ

んもっていき、冬はとても寒いので、あつぎをしていきます。私はふだん学校へ行って勉強をしてい

ますが、毎日「お父さん、いまごろがんばっているかな。」などお父さんの事を考えています。 

「お父さん、おかえり。今日もお仕事おつかれさまでした。」 

お父さんが帰ってくると、毎日この言葉を言います。 

それが私の日課です。たとえ、おふろに入っていても、ごはんを食べていても必ず言います。 

私から見てお父さんはあこがれです。 

外では、屋根にのぼって安全に、正確に仕事をし、 

事む所（事務所）では資料をパソコンでたくさん作ります。 

家におくたな（置く棚）や、私の本だな（棚）もお父さんに作ってもらいます。 

お父さんの作る物は、世界１上手に作ります。 

１つしかない特別な物です。 

いつもお仕事をたくさんして、いろんな人と会ってお話をして、いつも正直で前向きで、明るくて、た

のもしくて、いろんなことを教えてくれるお父さん。 

感謝でいっぱいです。そんけいしている人です。 

私は、お父さんが、世界で１番大好きな人です。 

お父さんのような大人になるのが私の１番の夢です。 

 

  



【6】 

題名 父のように 

本人氏名 木村 瞳心（きむら ひとみ） 

性別 女 

年齢 17 

候補者との続柄 子 

私は父の仕事が大好きです。仕事の話をする時の父はいつも楽しそうで、とても輝いています。 

父が板金職人であることは知っていましたが、具体的にどのようなことをするのかはあまり知りませ

んでした。私が小学５年生の時、授業で父が板金を教えに来てくれました。そこで初めて板金につい

て詳しく知り、とても難しく大変な仕事だと感じました。実際に自分も作品を作ってみると、思った

通りに作れず苦戦しました。その時に父が分かりやすくアドバイスをしてくれ、最後まで楽しく作品

を作ることができました。初めて仕事をしているところを見て、普段とは違う真剣な表情の父は、と

ってもかっこよかったのを覚えています。 

 いつも家で疲れて寝ている姿を見て、暑い日も寒い日も家族のために頑張ってくれている父を尊敬

します。父は仕事だけでなく趣味も楽しみ、とても充実した人生を送っています。私が将来の夢につ

いて話した時、「好きなことをしたらいい」と言ってくれ、自分も父のように好きな仕事をして、周

りの人を喜ばせられるようになりたいと思いました。そんな父は私の自慢の存在です。 

 

  



【7】 

題名 おとうさんのおしごと 

本人氏名 川角 和香菜（かわすみ わかな） 

性別 女 

年齢 7 

候補者との続柄 子 

わたしのおとうさんはいつもはやくおきてしごとにいきます。わたしは「いってらっしゃい、おし

ごとがんばってね。」っておみおくりましす。おとうさんのおしごとは、こうじげんばで、やねとかか

べをはるおしごとです。たかいところにのぼってするおしごとなので、おちないかしんぱいです。け

がをしないようにあんぜんだいいちでがんばってね。おとうさんいつもありがとう。だいすきだよ。 

 

  



【8】 

題名 密着 お父さんの仕事 

本人氏名 堀江 裕馬（ほりえ ゆうま） 

性別 男 

年齢 15 

候補者との続柄 子 

僕のお父さんは内装の仕事をしていて、クロスやカーテンの取り付けや畳の張替えなどをしていま

す。お父さんの会社は北海道の旭川市にあり、家のとなりに事務所があります。僕はよくお父さんの

現場によく着いて行きます。理由はおいしいご飯が食べれるからでそれも留萌や稚内、網走など地方

の現場へ行くときに主についていき、一日の大半を車の移動についやすこともあります。僕はだいた

い車の中で待機しますがたまに手伝う事もあります。力仕事や微調整が必要な仕事など見ていてさす

がだなと思います。仕事中や移動中など頻繁に仕事の電話がかかってきて、大事な存在なんだなとい

つも思います。そんな中でも家族の時間を大切にしてくれて、休みの日は買い物に行ったり、キャン

プに行ったり、スノーボードに行ったり、優しいお父さんです。 

もともとは、僕のおじいちゃんが畳屋として始めた会社で八十五歳の今も会長して現役です。お父

さんの会社には畳の職人さんと内装系の職人さんがいますが、周りや地方でも職人さんは多くなく大

変です。おじいちゃんとお父さんが築き上げた信頼やこの会社の歴史をぼくたちが途絶えさせるのは

もったいないと思います。僕には兄が四つ上にいますが正直、将来の自分の姿が想像できないですが

きっと似たような仕事関係の職についていると思います。 

 お父さんのような人になりたいです。なのでこれからも健康に気を付けてがんばってほしいです。 

 

  



【9】 

題名 私の父 

本人氏名 小澤 陸叶（おざわ りくと） 

性別 男 

年齢 18 

候補者との続柄 子 

私の父は常に単身赴任だ。物心がついた時にはいつも家にいない。忙しそうだ。 

小学生の頃、父の出張先に長期休みに遊びに行った時の事だ。 

父は平日の夜も休みの日も現場に向かい、現場の点検を行っていた。 

買い物に出かけた際、父の以前仕事した現場の前を通った。その日は大雪だったが、道路から水が

出ていて雪が消えていた。 

父は水の出方や雪融けがどうなっているか確認していた。 

病院前の歩道の入り口付近に雪が無いのを不思議に思った。水が出ていないのに雪が融けていたか

らだ。 

そこで、私が父になぜ雪が融けているのか聞くと、水を出さずに地下水の熱で融かす方法だという

事を知った。 

父は私が寝ていると夜中でも早朝でも突然起きて窓の向こうを見渡す。 

辺り一面が雪で真っ白の白銀の状態で人々の生活に支障がないか気にしているのだ。 

人々の暮らしの為に働く父を尊敬した。 

私はそんな父の姿を見て、日常の中で雪が融けて安全に歩けるという事は、父のような誰も見てい

ない所で懸命に働く人のおかげだという事が分かった。 

自分も、人の為に父のような陰の立役者と言える存在になれるように励みたいと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



【10】 

題名 僕の父の仕事 

本人氏名 柳田 慶人（やなぎた けいと） 

性別 男 

年齢 15 

候補者との続柄 子 

僕の父は電気工事の仕事をしています。具体的には建物や工場の機械を動かすための電源工事点検 

をしたり電気器具の修理をしたりなどしています。前までは仕事内容を詳しくわかりませんでしたが、

たまに見る父の仕事をする姿は昔から「かっこいいな、すごいな」と思います。電気の仕事は油断をす

ると危ない仕事だと聞きましたが、その仕事を父は長い間取り組んでいます。ずっと頑張ってくれて

いるが、けがをしてしまったとき心配だという不安な気持ちも少しありました。暑い日の中で仕事に

取り組むこともあります。仕事をしながらも家族、生活基盤を支えてくれているということに気付き

ました。感謝しています。 

父は家族思いで、面白い人です。時々僕のために仕事帰りに買ってほしいものを買ってきてくれま

す。父の優しさは仕事に関係しているのかなと思います。また努力も認められたのだと思い正直誇ら

しいと思っています。 

 この作文をきっかけに父の姿や仕事内容を目の当たりにしましたが、今度は僕が支えていきたいで

す。一生懸命働いてくれる父に感謝をし恩返しをしたいからです。僕も将来、父のような役にたてる

人になるため頑張ろうと思いました。 

 

  



【11】 

題名 お父さんの姿から学んだ事 

本人氏名 伊藤 真稀（いとう まき） 

性別 女 

年齢 17 

候補者との続柄 子 

木は、私達の生活の中でよく使われています。 

私のお父さんは、木を使って仕事をする建築大工さんです。家を建てたり、修復したり、設計図を

書いたりなど、様々なことをこなすお父さんはすごいなと思います。お父さんは、木工講師もしてい

て、小中学校に行き、物を作る楽しさや木の大切さを伝えているそうです。お父さんはよく、一緒に

工作を作ってくれました。その時に、「物を作ることって大変だけど楽しいな！」と感じました。 

 私は幼い頃から、自分の目標を達成するために夜遅くまで建築大工さんの大会の課題の勉強をして

いるお父さんの姿を見てきました。正直、「なんでそんなに努力するんだろう？」「なんの意味がある

の？」という疑問がありました。でも、そんな私の疑問の答えを導き出してくれたのは、お父さんで

した。難しいと言われている資格の試験に合格したり、建築大工さんの大会の難しい課題を解いたり

と、努力したからこそ得られるものがあることをお父さんの姿から学ぶことができました。どんなに

忙しくても、時間を上手に利用して目標を達成するために努力するお父さんの姿は、私にとってのあ

こがれになり、私自身の目標を叶えるためにするべきことのお手本となってくれました。 

 今、私の目指している仕事とお父さんの仕事は大きく異なります。ですが、お父さんの姿から学ん

だ「努力すること」は、私の目指している仕事にも大切なことであり、何かをしようとする上でも必

要なことだと私は思います。 

 私は、建築大工さんとして働き、日々努力しているお父さんを誇りに思っています。そんなお父さ

んに、 

「自分の娘は誇りだ。」 

と言ってもらえるような娘になれるように、私も日々、努力したいと思いました。 

 いつか、お父さんの目標の一つである、建築大工さんの大会で金メダルを取ることが叶うことを願

っています。 

 

  



【12】 

題名 わたしから見たお父さんの仕事 

本人氏名 松本 久麗々（まつもと くらら） 

性別 女 

年齢 18 

候補者との続柄 子 

私から見たお父さんは義理堅く、地に根を張るほど力強い人だと思っています。父は、今年で６２

歳、世間では高齢者と言われる層に突入しましたが、日々いろいろなところへ足を運んでは様々な活

動をしています。街中を車で移動している時に、「ここはお父さんがやった所だよ」などど功績を語っ

てくれた時は、一緒に誇らしげな気持ちになったりします。他にもアスベストや、最低賃金を上げた

話など様々ですが、一律に言えることは、大衆のためになることを考え活動していることです。自分

の中のポリシーを重んじ仕事をする姿は、優しさや責任感に満ちているように思えます。 

将棋で有名な升田幸三は「一人前になるまでは５０年はかかるんだ。」と言いました。父は、この６

０年で様々な仕事で経験を積み、根を地に深く張ったのだろうと想像できる一人前の男であります。

余談になりますが、車で私を学校まで送ると言う仕事もきっちりこなしてくれる素晴らしいお父さん

には、いつも感謝しております。 

 

  



【13】 

題名 父の仕事 

本人氏名 黒木 璃久斗（くろき りくと） 

性別 男 

年齢 17 

候補者との続柄 子 

父は入学式も卒業式も来てくれませんでした。唯一来てくれるのは日曜日にある運動会だけです。

何故かというと仕事があるからです。でも僕は父が仕事をしている姿は見た事がありません。父の仕

事は橋梁特殊工です。幼い頃、高知県に家族旅行に行った時に通った高速道路で「ここお父さんが作

った橋やで」と誇らしげな顔で言ってたので、僕がどうやって作るのと聞くと嬉しそうに話をしてく

れました。普段、当たり前に通っている橋を作るのは大変な仕事だと思いました。何もないところか

ら一つ一つ積み上げるように橋を建設するのはやりがいのある仕事だといつも言っています。父は仕

事が好きなんだと思います。僕も将来、父のように自分に合った仕事に就けたら幸せだと思います。

社会の役に立つ仕事に邁進している父を僕は誇りに思います。 

 

  



【14】 

題名 お父さんの仕事 

本人氏名 神 龍之介（じん りゅうのすけ） 

性別 男 

年齢 14 

候補者との続柄 子 

僕のお父さんは発電機関係の仕事です。 

けれど、具体的にどういう仕事をするのか分かりません。 

現場の日は、朝日が昇る前に家を出たり、夕方出て真夜中から仕事をしたり、普段外出しない時間

から仕事をしているので、とても大変そうに見えます。 

でも、色んな所に行くので色々な人から必要とされている、とても大事な仕事だと思います。 

また、日本全国行ったこと無い所にも行くので慣れない道を通るので、疲れそうだとも思います。 

休日などの家に居られる日はしっかり休んで欲しいです。 

 

  



【15】 

題名 おとうさんのおしごと 

本人氏名 塩塚 愛莉（しおづか あいり） 

性別 女 

年齢 8 

候補者との続柄 子 

わたしのおとうさんは、船の船長さんです。おとうさんは、海にもぐってしごとをしています。台風

などから船をまもるために、みなとを作っていると言っていました。 

おとうさんはわたしが朝おきると、もうしごとに行っています。ときどき、日曜日もしごとになっ

てしまって、とてもざんねんです。でも、たまに早く帰ってきた時は、公園にあそびにつれて行ってく

れるので、うれしいです。 

おとうさんは、冬のさむい時でも海にもぐってしごとをしていて、とてもすごいなと思います。さ

むいのにがんばってしごとをしているおとうさんは、とてもかっこいいです。わたしは、そんなおと

うさんが大すきです。 

 冬休みにおとうさんが、おおいたけんのすいぞくかんにつれて行ってくれた時に、 

「この道は、ずっと前におとうさんが作ったんだよ。」 

と教えてくれました。わたしは、こんな海の上に道が作れるなんてすごいなぁと思いました。 

 わたしも大人になったら、おとうさんみたいにみんなのやくにたつおしごとをしたいなと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



【16】 

題名 見えない所で頑張る姿 

本人氏名 菅原 楓菜（すがわら ふうな） 

性別 女 

年齢 18 

候補者との続柄 子 

 私の父は水道設備の仕事をしています。そのため、家庭内で水道やお風呂の調子が悪くなった時は

すぐに修理してくれるのでとても感謝しています。 

 そして、父は仕事が大好きだと思います。ただ水道設備をして終わりでなくお客様との信頼関係を

確立し、地域をより良くしたいという思いが感じられます。別の視点から見ても水道設備は人間の命

に関わる仕事だと思います。人は食べ物が無くても水があればある程度は生きられる。しかし、食べ

物が無く水も汚れていれば数日生きられたとしても前者より長く生きることは不可能である。だから

水道設備の仕事は医療分野と同じくらい重要な仕事であり私たちの健康を影で守ってくれている。 

 二〇一一年に起きた東日本大震災では断水になり家の近くに給水車が来た。水のない生活はとても

大変で、また巨大地震が起きてもおかしくない日本では地震に耐久できる水道管の配置が重要となる。

だから、常に災害と向き合う仕事ということを理解しながら地域にあった設備を整えていく父を誇り

に思います。 

 

  



【17】 

題名 父の仕事 

本人氏名 進士 玲（しんじ れい） 

性別 男 

年齢 19 

候補者との続柄 子 

 僕の父は、建設業の会社に勤務しています。そんな父を幼い頃から見てきて感じたことがあります。 

 一つには、建設関係の仕事の大変さです。特に現場で実際に働いている人の身体への負担は大きく 

炎天下の夏の日や真冬でも外で仕事をしています。実際に夏場に仕事をしていた父を見たときは「暑

さで倒れてしまわないか」「水分はしっかり摂っているだろうか」ということを考え心配していました。 

 もう一つは、建設関係の仕事のやりがいです。幼い頃から父の仕事をしている場面を見てきた中で

思ったことは、多くの人と接しているということです。父の会社の社員の方やもちろん仕事で一緒に

作業する人、取引先の人など多くの人と接する父を見て羨ましいなと思ったことがあります。 

僕は将来 父の仕事とは違う職種になろうと思っていますが、父のように多くの人と関わり、共に仕

事ができる人になりたいです。 

 そんな父を見て思ったことが一つあります。それは建設関係という仕事にもっと興味をもって欲し

いということです。普段生活をしている中で建設関係の仕事に興味を持つ人は少ないでしょう。しか

し、学校や家、コンビニエンスストアなど様々な場所で父のような人たちの恩恵を受けているなど感

じています。なので日常のちょっとした出来事の中で建設という分野に興味を持ってくれる人が増え

てくれればいいなと思っています。その興味を持ってくれた人の中から 父の仕事のクレーン運転士

になってくれればうれしいです。 

 

  



【18】 

題名 私の尊敬するお父さん 

本人氏名 小林 えま（こばやし えま） 

性別 女 

年齢 14 

候補者との続柄 子 

私のお父さんは道路舗装の仕事をしています。誇りに思っている事は、いつも私たちが通っている

道路は、お父さん達が造った道だという事です。真夏の暑い日差しの日も、冬に北風が吹きつける日

も、お父さん達が一生懸命作ってくれた道なのです。お父さんに話を聞くと、まっすぐに見える道路

も雨水が溜まらないように少し斜めに傾けて舗装したり、道路にあるマンホールと段差ができないよ

うにと、いろいろ気を付ける事があるそうです。台風や大雨や雪の日に、会社から電話が入り道路に

パトロールに行かなければならない時があります。道路に修理が必要になり、急に出勤になる時もあ

ります。そんな時にも嫌な顔ひとつせず出かけていくお父さんがすごいなぁ～と思います。普段なに

気なく通っている道路は、そこを通る人達が、安全に通れるように作業やパトロールをしてくれてい

るお父さん達がいるからで、そんな仕事をしているお父さんを私は誇りに思い、尊敬しています。 

 

  



【19】 

題名 わたしのお父さん 

本人氏名 石尾 嘉菜（いしお かな） 

性別 女 

年齢 11 

候補者との続柄 子 

私のお父さんは、みんなが通っている道路や、駐車場のアスファルトほそうの仕事をしています。

空港のほそうもした事もあると聞いてすごいなぁと思いました。 

材料がすごく熱いので、夏はあせだくになりクタクタで帰って来ます。冬場の風の強い日は、寒く

て手や足が冷たくなると言っていました。だから体温の調整が大変だと思います。 

お父さんは、色々な機械に乗れるのでかっこいいなと思います。 

休みの日には、つかれていても、買い物に連れて行ってくれたり、一緒に遊んでくれたりします。わ

たしが体育で、上手に出来なかった側転は見本を見せて、ていねいに出来るまで教えてくれました。

いつも家族の事を大切にしてくれるお父さんが大好きです。 

体に気をつけて、がんばってほしいです。 

これからも、家族みんなで楽しくすごそうね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



【20】 

題名 僕のお父さん 

本人氏名 山下 怜也（やました れいや） 

性別 男 

年齢 16 

候補者との続柄 子 

僕の父は 電気の仕事をしています。 

僕の父が仕事をしていて大変だなと思います。 

それは、月曜日から土曜日まで働いているのに、ときどき日曜日とか夜でも仕事に出ていくからで

す。 

 母がいないので、夕飯は祖母が作ってくれますが、洗濯や兄の弁当作りもしています。 

 僕が小学生の時、夏休みの自由研究で果物電池や太陽電池の実験をすることにしました。でも、一

人でできないしどうしようかなと思っていた時に、わかりやすく教えてくれて一緒に実験しました。 

 父は高校を卒業してから２０年近く電気工事の仕事を続けています。その中で電気工事の現場で必

要な色々な資格をとるために仕事から帰ってから夜遅くまで勉強をして、資格をとり続けています。 

 父は電気に関する仕事をしているけど他の仕事、配管にペンキを塗ったり、ビスでボードを取り付

けたりして、現場で監督をしながら職人さんの手伝いをしているそうです。 

 その中で自分の書いた図面が職人さんたちの仕事がしやすい図面になっているか、もっと良い方法

がなかったか勉強しているのだそうです。 

 仲間の皆さんと１つ１つの現場を作り上げていく仕事は大変だけどやりがいがある仕事なんだなと

思います。 

 また父は、仕事で疲れているのに防災士の役員をしたり、過疎地域の運動会やお祭りのお手伝いの

ボランティアにも参加して地域の方と協力し合って頑張っている父をとても尊敬しています。 

 今年、高校を卒業する兄も父と同じ電気工事士の資格をとって、栗原テクノサポートに就職が決ま

りました。兄と父の仕事について話をしたことはなかったけど頑張っている父の事しっかり見てたん

だなと思いました。 

 僕も将来は電気工事の仕事につきたいと思っています。どんな状況でもあきらめずに精いっぱい、

頑張っている父のようになりたいと思っています。 

 

  



【21】 

題名 お父さんの仕事 

本人氏名 冨髙 桜子（とみたか さくらこ） 

性別 女 

年齢 11 

候補者との続柄 子 

「地しんです!!地しんです!!」 

夜中、ねているときにけいたい電話のけいほうが鳴りました。グラッグラッグラッと長く家がゆれ

ました。お父さんは、 

「地しんだぞ!!大じょうぶか!?」 

とわたしたちの無事をかくにんしました。そしてその三十分後、お父さんは、落石があるかどうか、道

にひびが入っていないかどうか、真っ暗の中、パトロールに行きました。次の日、石が道のはしによせ

てあったので、わたしはいつも通り学校に行くことができました。 

 わたしのお父さんは、建せつ業の仕事をしています。 

「建せつ業の仕事は何をするの？」 

とお父さんに聞いたら、ダム作り、道路のほしゅう、トンネル作りなどで「国土のお医者さんかな。」

と教えてくれました。お父さんは、わたしたちがふだん当たり前に通っている道路や、車で通るトン

ネルを作っていると思うとうれしいです。わたしたちがこうやって買い物に行ったり、ドライブがで

きるのは、お父さんたちのおかげだと思います。また、台風がすぎさった後、雪がふったとき、道路が

こおったとき、いち早く作業をしてくれて、すぐに通れるようにしてくれるのもお父さんたちです。

わたしは、えんの下の力持ちだなと思いました。お父さん、何気のない生活をありがとう。これからも

体に気をつけてお仕事を頑張ってください。 

 

  



【22】 

題名 わたしのお父さん 

本人氏名 千葉 愛花（ちば まなか） 

性別 女 

年齢 10 

候補者との続柄 子 

わたしのお父さんは、道路についての仕事をしています。 

新しい道路を作ったり直したり、道路をほそうする仕事をしています。 

仕事中は、あぶないことがたくさんあるので、体には気をつけて仕事をがんばってほしいです。 

家では何でもしてくれるやさしいお父さんです。 

いつもえがおでいてくれるので、わたしは、何でもがんばれます。 

これからも体に気をつけてがんばってください。 

 

  



【23】 

題名 ぼくの父 

本人氏名 轟 仁汰（とどろき じんた） 

性別 男 

年齢 13 

候補者との続柄 子 

 ぼくの父は建設業をしています。父は休みの日でも自ら好んで仕事に行きます。そして毎朝早く起

きています。どんな悪天候でも、気にせず仕事へ行きます。ほぼ毎日仕事へ行って朝早く起きて、夜お

そく帰ってきているのにかぜをひかず、病気にもならず、すごいなと思います。仕事の鬼とはぼくの

父のことじゃないかと思います。だからぼくらの学校のことや、行事のことやスキー-などは母がやっ

てくれます。父は家に帰ってきてもよく仕事関係の電話をしています。だから父は会社の人からもよ

くたよられているんだなと思います。ぼくも父のように仕事に文句を言わずにみんなにたよられるよ

うになりたいです。父は休みの日には夕飯を作ってくれます。私は、父のぎょうざが大好きです。私は

父に作り方を教えてもらってぎょうざを作れるようになりました。父は他にもたくさんおいしい料理

ができるので、ぼくも教えてもらい作れるようになりたいです。 

 

  



【24】 

題名 僕らを護る人々 

本人氏名 十松 輝良（じゅうまつ あきら） 

性別 男 

年齢 13 

候補者との続柄 孫 

安政五年二月二六日大地震により立山カルデラの大鳶・子鳶山が崩れ、続く三月十日と四月二六日

に土石流が決壊し富山平野を襲いました。僕が故郷富山に起きた大災害と、常願寺川が日本一の暴れ

川と呼ばれていることを知ったのは中学に入ってからでした。 

僕の祖父は立山砂防で長年仕事をしています。祖父はいつもヘルメットの顎ひもの部分だけ白く残

し、他は真っ黒に日焼けた顔をしています。そして 

「富山の人々の暮らしを護る仕事をしているんだよ。」と時々言います。 

 ある時、学校で立山砂防について学ぶ機会がありました。その授業を聞き、祖父の仕事に深く関係

している話だと思いました。興味が湧いた僕は、 

「今日、立山砂防について習ったけど、いつもどんな仕事をしているの？」と祖父に聞いてみました。

すると砂防工事に不可欠なトロッコ電車のレールの枕木交換をしていて、その幅は少しでも狂うと脱

線してしまうｍｍ単位の作業だと教えてくれました。他にも落石を防ぐために山の斜面に設置されて

いるリングネットを起こす仕事もしていると紙に絵を描いて説明してくれました。 

「そのネットに落石がひっかかっているのを見たことはある？」と聞いてみると 

「何回もあるよ。その落石で事故を起こさないために人力で崖の壁面を登るんだよ。」と祖父は答えま

した。暴れ川から富山平野を護る仕事をしているんだなと改めて理解出来ました。 

祖父は 

「興味があるなら決壊した時の大きな石が（大転石）あるから見てくるといいよ。」 

とすすめてくれました。早速次の休みに富山市内にある石を見に行きました。七ｍを超えるその石は

とてつもなく大きくて、どうやってこんな下流まできたのか？想像もつきませんでした。自然の圧倒

的な力に僕は鳥肌がぞわぞわとたちました。 

 こうして学校で習ったことがきっかけで僕は富山の歴史と祖父の仕事を知ることができました。祖

父のように地域を護ってくれる仕事をしている人々がいるからこそ安心して暮らせるんだなと誇らし

く思いました。僕は夕飯の時、ありがとうと言う気持ちで祖父にビールをつぎました。祖父は 

「疲れも吹っ飛ぶな。」と真っ黒に日焼けた笑顔で言いました。 

 

  



【25】 

題名 私のパパは大工さん 

本人氏名 平川 佳純（ひらかわ かすみ） 

性別 女 

年齢 9 

候補者との続柄 子 

 私のパパは大工さんです。おうちではゴロゴロしてるか、お仕事してるかであまり遊んでくれませ

ん。でも楽しそうなのでがんばってほしいです。 

 

  



【26】 

題名 私のお父さん 

本人氏名 船原 さくら（ふなはら さくら） 

性別 女 

年齢 18 

候補者との続柄 子 

私はお父さんの職場に行ったことがないので、詳しい仕事内容はわかりません。なので、実際に聞

いてみました。防波堤や、橋を作ったり、埋め立てを行ったりするそうです。ずっと外で作業をしてい

るか、夏には日焼けの境目が遠くから見ても分かるほど焼けているし、たまに、土日にも仕事がある

ので、大変な仕事なんだろうなと思っています。ですが、お父さんは、遠い場所で単身赴任していたと

しても、土日は帰ってきてくれています。普段疲れているはずなのに、私の行きたいところにも連れ

ていってくれるし、部活の送り迎えもよくしてもらいました。私はすごくお父さんに感謝しています。 

私が学校に行けていることも、ご飯をたくさん食べれていることも全てお父さんのおかげです。普

通の人はなかなか気づいていない所を作る仕事ですが、人々の役立っている仕事、やりがいのある仕

事だということを知りました。大変な仕事が続いて、辛い時もあるかもしれませんが、私も新しい学

校生活を頑張ろうと思います。これからも頑張ってください。 

 

  



【27】 

題名 おじさん 

本人氏名 住田 羚汰（すみだ れいた） 

性別 男 

年齢 10 

候補者との続柄 甥 

このまえ、お父さんとみなとに魚つりに行きました。そしたら目の前に大きな船がやってきて魚つ

りが出来なくなりました。その船からおりてきたヘルメットの人とお父さんが話を始めました。お父

さんは、ぼくをよびましたが、こわかったので行きませんでした。そしたら２人がぼくのほうに来ま

した。にげようとしました。でもヘルメットの人がぼくの名前をよんだので、びっくりしました。ヘル

メットを取ったら、かずき兄ちゃんのお父さんでした。大きな声でわらわれました。魚つりは出来な

くなったけど、のってきた大きな船を見せてもらいました。大きなクレーンもありました。かっこよ

かったです。この船で魚つりすればいいねと言ったら、またわらわれました。はじめは、こわかったけ

ど、この船で仕事をしているおじさんはやさしくて、かっこよかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



【28】 

題名 わたしのおじの仕事 

本人氏名 牧 美月（まき みづき） 

性別 女 

年齢 11 

候補者との続柄 姪 

おじさんは「なんの仕事をしているの。」とおじいちゃんに聞いてみました。おじさんの仕事は、き

そやさんという仕事をしているそうです。仕事の内ようは、マンションや、しんかんせんや高速道路

のきそを作っているそうです。クレーンなどを使って３０ｍから５０ｍ穴をほっているそうです。 

そのあとにてっきんを入れて、コンクリートを流し込んでくいができるそうです。 

それが、マンションや高速道路などのきそになって、その上にみんなが生活したり車がはしったり、

みんなのためにがんばっています。そんなおじさんは、すごいなと思いました。ご安全に。 

 


